
「平成 27 年度地域金融機関に対する低炭素化プロジェクトの研修等委託業務」における 

地域金融機関様向け全体研修会内容のご案内 

 

（１） 研修会内容（詳細） 

開催時期  第 1 回：10/14（水）～15（木） 

 第 2 回：11/17（火）～18（水） 

※開催内容は、第１回・第 2 回ともに同じです。 

開催場所 第 1 回：東京都千代田区「都道府県会館」（永田町駅徒歩 1 分） 

第 2 回：東京都千代田区「都道府県会館」（永田町駅徒歩 1 分） 

プ ロ グ ラ ム 詳

細 

各回 2 日間実施 ※時間は目安であり、変更の可能性がございます。 

 1 日目：事業性評価等に関する講演（座学） １３：３０～１７：３０ 

主催者ご挨拶 5 分 環境省 

研修の概要・スケジュールの説明 5 分 三菱総研 

低炭素化プロジェクトの事業性評価について 

1．事業性評価に関する概論 

2．エネルギー種別の特徴 

3．プロジェクトに関連する配慮事項、主なリスク要因

30 分 三菱総研 

低炭素化プロジェクトに関する主な横断的留意事項   

1． 税務面 

事業性の検討に際して理解しておくべき主な会

計税務事項の説明 

1 時間 会計士 

休憩 10 分 － 

2． 法務面 

ローン契約における①貸付実行前提条件、②表

明保証、③誓約事項、④期限の利益喪失事由に

おいて、再生可能エネルギープロジェクト特有の

条項の説明 

1 時間 弁護士 

 

3． 保険・保証面 

低炭素化プロジェクトにおいて適用可能な（また

は適用すべき）保険の概要 

30 分 保険会社 

地域の事業者に対するコンサルティング、案件発掘の

ノウハウや取組事例 

20 分 金融機関 

地域低炭素投資促進ファンド（グリーンファン

ド）について 

20 分 グリーンファイ

ナンス推進機

構 



 

 2 日目：ケーススタディ検討（グループ討議＋解説） １０：００～１５：００ 

参加者の皆様に２つのグループに分かれて頂き、午前と午後でそれぞれ

のケーススタディを実施して頂きます。 

プロジェクトの各ステージにおけるリスク評価・事業

性評価についてのケーススタディについて 

2 時間 ファシリテー

ター：三菱総

研 

グループ A：財務面のケーススタディ 

キャッシュフローモデルを用いた、参加者によ

るグループディスカッション及びファシリテータ

ーからのコメント・解説。 

キャッシュフローモデルを用いて事業計画の

全体構造を理解するとともに、金融機関として

どのようにストレスケースを設定すべきか等に

ついて議論いただきます。 

2 時間 会計士 

グループ B：法務面のケーススタディ 

プロジェクト関連契約書例を用いた、参加者に

よるグループディスカッション及びファシリテー

ターからのコメント・解説。 

再生可能エネルギープロジェクトのプロジェク

ト関連契約において、どの様な点が金融機関

としてのリスクになり得るか等について議論い

ただきます。 

2 時間 弁護士 

 

休憩 1 時間 － 

グループ A：法務面のケーススタディ 

※午前とプログラムを入れ替えて実施いたします。 

2 時間 弁護士 

グループ B：財務面のケーススタディ 

※午前とプログラムを入れ替えて実施いたします。 

2 時間 会計士 

※いずれのプログラムも、複数のエネルギー種を対象とした内容となります。 

 

≪注意事項≫ 

 本研修会の内容については、地域金融機関様の融資判断の根拠となるものではなく、

考え方や評価の視点を提示するものであり、弊社は一切の責任を負いかねます。 

 参加費は無料です。ただし、交通費・宿泊費等に関しては各地域金融機関様のご負担

となります。 


